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　のどの反射でオエッとなる口からの

胃カメラはとてもつらいです。高性能

CCDの開発によりスコープの細径化

が進み、性能を落とすことなく5mmほどの超細径スコー

プが誕生しました。それにより鼻から入れる胃カメラが

可能となりました。鼻から入れると舌の奥の方のオエッ

となるところ（舌根）にスコープが触れないので、嘔吐反

射が起こりにくく、口からの胃カメラと比べてだいぶ楽

になりました。鎮静剤も使用せず、会話しながらの胃カ

メラが可能です。鼻の粘膜に麻酔をして、左右の鼻の入

りやすい方からスコープを挿入します。欠点は、鼻腔（鼻

の通り道）が狭い方にはできないことです。無理な挿入

は痛みや鼻血の原因となりますので、口からの挿入へ変

更する場合があります。胃カメラを受けたことがない方は、

ぜひ鼻からチャレンジしてみてください。楽な胃カメラ

が実感できると思います。
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